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⑺ 「150 g以上 250 g未満」の階級について，Aの畑の相対度数は
18
50
= 0:36
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Bの畑の相対度数は

28
80
= 0:35

よって Aの畑の相対度数のほうが大きい．
Ans. ①：A，②：0:36

"

C
⑴ ① グラフより 10 分間で 400 m進んでいるから，分速は

a = 400
10
= 40

② Bさんの位置をグラフに書き込むと (図 1)，y軸方向の差が 1000になるのは x = 45の
とき．よって10時 45分．

③ Cさんの位置をグラフに書き込むと (図 2)，Aさんが Q地点で休んでいる間に Cさんは
Aさんに追いつく．よって Cさんが Aさんに追いついたのは P地点から 800 mの位置であ
り，Cさんは分速 100 mで向かっているので，P地点を出発してから 800

100
= 8分後に追い

ついたことがわかる．Cさんが出発したのは 10時 20分なので，追いついた時刻は
10時 28分．

　
図 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2
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⑵ 昨日の入園者数の関係から

x+ y① = 140 ÝÝⓐ

今日の大人の入園者数は x£ #1¡ 10
100

; = 90
100
x = 9

10
x 人，子どもの入園者数は

y£ #1 + 5
100

; = 105
100
y 人．今日の入園料の合計の関係から

9
10
x£ 500 + 105

100
y£ 300

②
= 52200

450x+ 315y = 52200 ÝÝⓑ

ⓐより

y = 140¡ x ÝÝⓒ

ⓒをⓑに代入して450x+ 315(140¡ x) = 52200

450x+ 44100¡ 315x = 52200

450x¡ 315x = 52200¡ 44100

135x = 8100

x = 60③

ⓒより

y = 140¡ 60 = 80④

今日の大人の入園者数は 9
10
x = 9

10
£ 60 = 54⑤ 人，今日の子どもの入園者数は

105
100
y = 105

100
£ 80 = 84⑥ 人．

Ans. ①：x+ y, ②： 9
10
x£ 500 +

105
100
y£ 300, ③：60, ④：80, ⑤：54, ⑥：84

⑶ ① 玉の取り出し方は 5£ 5 = 25通り．
aと bの積が 12以上になるとき

(a; b) =(3; 4); (3; 5)

(4; 3); (4; 4); (4; 5)

(5; 3); (5; 4); (5; 5)

の 8通り．よって求める確率は 8
25
．

② 両方が偶数であるとき

(a; b) =(2; 2); (2; 4)

(4; 2); (4; 4)

の 4通りあり，両方が偶数である確率は 4
25
．少なくとも一方が奇数である確率はこの余事象

なので

1¡
4
25
=
21
25

Z 【余事象】ある事象以外のすべての事象のことを「　
よじしょう
余事象　」という．「少なくとも Aが

起こる確率」が問われる場合は次のように確率を求めることができる：

(少なくとも Aが起こる確率) = 1¡ (Aが起こらない確率)

#
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C
⑴ 点 Aは y = 1

2
x2 のフラフ上の x = ¡2の点なので，y座標は

y = 1
2
£ (¡2)2 = 2

よって A(¡2; 2)．

⑵ x = ¡3のとき y = 1
2
£ (¡3)2 =

9
2
．xの変域¡3 ≦ x ≦ 2は原点 Oをまたいでい

るので，yの変域は 0 ≦≦≦ y ≦≦≦ 9
2
．

⑶ 点 Bの座標は y = 1
2
£ 42 = 8より B(4; 8)．

ABを通る直線の方程式を y = ax+ bとすると，A(¡2; 2)を通ることより

2 = ¡2a+ b ÝÝ①

B(4; 8)を通ることより

8 = 4a+ b ÝÝ②

①, ②を連立方程式として解くと a = 1; b = 4．よって直線 ABの方程式は y = x+ 4．
線分 BD = 8，線分 CD = 4¡ (¡2) = 4+ 2 = 6，四角形ACDBは CDを高さとする台形

で，面積は

四角形 ACDB = 1
2
£ (AC+ BD)£ CD =

1
2
£ (2 + 8)£ 6

= 30

点 Eの x座標を cとすると，4BDEは底辺 BD，高さ (4¡ c)の三角形なので，面積は

4BDE =
1
2
£ 8£ (4¡ c)

= 16¡ 4c

四角形 ACDEの面積は

四角形 ACDE = 四角形 ACDB¡4BDE = 30¡ (16¡ 4c)
= 14 + 4c

四角形 ACDEと4BDEの面積の比の関係から

(14 + 4c) : (16¡ 4c) = 2 : 1

(14 + 4c)£ 1 = (16¡ 4c)£ 2

14 + 4c = 32¡ 8c

12c = 18

c = 18
12
=
3
2

Eは y = x+ 4上の点なので，y = x+ 4に x = c = 3
2
を代入して

y = 3
2
+ 4 =

11
2

よって E # 3
2
;
11
2

;．
⑷ AB : y = x+ 4より F(0; 4)．y = x+ 4に y = 0を代入すると x = ¡4となるか
ら，直線 ABは点 (¡4; 0)で x軸と交わり，G(¡4; 0)とする．
4DOFを x軸を軸として 1回転させてできる立体の体積をH，
4GOFを x軸を軸として 1回転させてできる立体の体積を I，
4GCAを x軸を軸として 1回転させてできる立体の体積を J とすると，このとき
H; I; Jはどれも円すいで，H = Iであり，求める体積はH+ I¡J = 2H¡Jである．
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FO = 4より

H = 1
3
£ ¼£ FO2 £DO = 1

3
£ ¼£ 42 £ 4

=
64
3
¼

GC = ¡2¡ (¡4) = 2; AC = 2より

J = 1
3
£ ¼£AC2 £GC = 1

3
£ ¼£ 22 £ 2

=
8
3
¼

以上より求める体積は

2H¡ J = 2£ 64
3
¼¡ 8

3
¼ = 128

3
¼¡ 8

3
¼ = 120

3
¼

= 40¼

　

$
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C
⑴ ① AM = 2 cmだから，4ADMで三平方の定理より

DM2 = AD2 +AM2 = 42 + 22 = 16 + 4

= 20

DM > 0より

DM =
B

20 = 2
B

5 cm

② 4ABCで中点連結定理よりMN = 1
2
BC = 2 cm ，またMN Í BC ．4MDEの面

積は四角形 ABEDの 1
2
である．すなわち

4MDE =
1
2
£四角形 ABED = 1

2
£ 4£ 4

= 8 cm2

三角すい N-MDEの体積を Vとすると

V = 1
3
£4MDE£MN =

1
3
£ 8£ 2

=
16
3
cm3

ÎABC = 90±，AB = CB = 4 cmより AC = 4
B

2 cmである．よって
AN =

1
2
AC = 2

B

2 cm．
4ADNで三平方の定理より

DN2 = AD2 +AN2 = 42 + (2
B

2)2 = 16 + 8

= 24

DN =
B

24 = 2
B

6 cm (> 0)

4NDEで Nから DEに下ろした垂線と DEとの交点を Gとすると，
AB ? NM; AB Í DEであるから点 Gは DEの中点となる．すなわち DG = 2 cm．
4NDGで三平方の定理より

NG2 = DN2 ¡DG2 = 24¡ 22

= 20

NG =
B

20 = 2
B

5 cm (> 0)

よって

4NDE =
1
2
£DE£NG =

1
2
£ 4£ 2

B

5

= 4
B

5 cm2

三角すいM-NDEの体積は Vに等しく，線分MHの長さは4NDEを底面としたときの三
角すいの高さだから

V = 1
3
£4NDE£MH

16
3
=
1
3
£ 4
B

5£MH

MH =
16

4
B

5
=
4
B

5
5
cm

⑵ 点 Aと `の距離が直径となる円を作図すればよい．
① Aから `への垂線を作図する．
② Aと，①の直線と `との交点の垂直二等分線を作図する．
③ ①, ②の直線の交点を中心とし，点 Aを通る円を作図する．
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　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

　

　　　　　　　　　　③

%
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C
⑴
<証　明>　4AGEと4ACFにおいて，
弧 AFに対する円周角は等しいから， (ア) ÎAGE = ÎACF Ý①

BC Í FGより，平行線の同位角は等しいから， ÎAEG = (イ) ÎABC Ý②

弧 ACに対する円周角は等しいから， (イ) ÎABC =ÎAFC Ý③

②, ③より， ÎAEG = ÎAFC Ý④

①, ④より， (ウ)2組の角 がそれぞれ等しいので， 4AGEÍ4ACF

⑵ <証明> 4ADGと4BCHにおいて，仮定より AD = BC Ý①
弧 GCに対する円周角は等しいのでÎGAC = ÎGBC，すなわちÎGAD = ÎHBC Ý②
BC Í FGより，錯角の関係からÎHGD = ÎHCB Ý③
4ABCで，ABは円の直径なのでÎACB = 90±，すなわちÎHCB = 90± Ý④
③, ④よりÎHDG = ÎHCB = 90± であるから，
ÎGDA = 180± ¡ÎHDG = 180± ¡ 90± = 90± Ý⑤
④, ⑤よりÎGDA = ÎHCB (= 90±) Ý⑥
①, ②, ⑥より，1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので4ADG ´4BCH

⑶ ① 4ABCで三平方の定理より

AC =

C

AB2 ¡ BC2 =

C

132 ¡ 52 =
B

169¡ 25 =
B

144

= 12 cm

DE Í CB; AD = BC = 5 cmなので

AD : AC = DE : CB

5 : 12 = DE : 5

12DE = 25

DE =
25
12
cm

② AD : DC = 5 : (12¡ 5) = 5 : 7．DE Í CBより

AE : EB = 5 : 7

よって AB = 13 cmより

EB = 13£
7
5 + 7

=
91
12

OB =
1
2
AB =

13
2
cmだから

EO =
91
12
¡
13
2
=
91
12
¡
78
12

=
13
12

4BFG :4OFG = EB : EOだから，
求める比は

91
12
:
13
12
= 91 : 13

= 7 : 1
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